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研究成果の概要（和文）：本研究ではマウス正常巨核球前駆細胞を対象に、脳由来神経栄養因子（BDNF）の正常
巨核球への生理作用を検討した。In vitroにおいてBDNFは巨核球の自己増殖を促進したが、多核化や血小板産生
は促進せず、BDNFのmegakaryocyte-colony stimulating factorとしての生理作用が示された。しかし、抗血小
板抗体を用いた一過性血小板減少症モデルマウスへのBDNF投与は血小板数回復への促進作用をもたらさなかっ
た。昨年、マウスではヒトと異なり巨核球がBDNFを産生しないことが報告された。今後は、マウスに替わるin 
vivoモデルの構築が必須事項であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Previously, we reported that brain-derived neurotrophic factor (BDNF) had a 
novel function which involved in a megakaryocyte differentiation using human megakaryocyte cell-line
 model, MEG-01. In this study, we investigated whether BDNF affected normal primary megakaryocyte 
development in mice. BDNF accelerated clonal expansion of primary megakaryocyte progenitor in vitro.
 On the other hand, megakaryocyte maturation was not promoted by BDNF. These results suggested that 
BDNF had a potential as a Meg-CSF for primary megakaryocyte. However, BDNF did not show the 
physiological function to promote a platelet recovery in transient thrombocytopenic mouse model with
 anti-platelet antibody. Last year, it was reported that mouse megakaryocytes did not produce BDNF, 
whereas human megakaryocytes produce BDNF and platelets stored abundant BDNF in alpha-granules. To 
further investigate a BDFN pathophysiological function for in vivo megakaryopoiesis, an alternative 
in vivo model should be demanded.

研究分野：医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
悪性腫瘍の化学療法、骨髄移植などでは、
著明な血小板減少がほとんどの症例に認め
られ、脳出血などの出血事象が大きな臨床的
問題となる。これに対しては、血小板輸血な
どの治療が行われるが、血小板製剤の供給に
は限りがあり、血小板輸血を継続するか、ま
たは中止して良いかの判断が早期にできる
ことが望まれる。 
現時点では、骨髄における巨核球の増殖、
分化、血小板産生を早期に推定する方法とし
て、網状血小板の測定が行われている。網状
血小板は mRNA を多く含む幼若な血小板で
あり、末梢の血小板数が増加する 2～4 日前
に増加するため、末梢血網状血小板数の測定
は、血小板産生の早期評価法として提唱され
てきた。しかし、網状血小板数増加が認めら
れない、または僅かしか変化しない症例も多
く、また網状血小板測定の標準化も十分に行
われていない現状であり、臨床的な応用には
まだほど遠い。 
巨核球の分化成熟を調節するサイトカイ
ンとして最もよく知られているものは、肝臓
から産生されるトロンボポイエチン
（thrombopoietin; TPO）である。TPOは造
血幹細胞からの巨核球への分化、巨核球の
clonal expansion, 巨 核 球 の 成 熟 、
proplatelet の産生に至るすべての血小板産
生の段階に作用することが知られている。
TPO 以外の血小板産生に関与するサイトカ
インとして、 主に幼若巨核球の clonal 
expansion のみを誘導する Meg-CSF(IL-3, 
GM-CSFなど) と、巨核球の成熟を誘導する
Meg-POT (IL-6, IL-11, VEGF, TGF-βなど) 
が知られている。これまでの研究により、
Meg-CSF と Meg-POT の産生は、巨核球の
増殖、成熟の時期により切り替わることが予
想されている。Meg-CSF の産生が低下し、
Meg-POT の産生が増加する切り替わりの時
期が推定できれば、網状血小板測定より数日
早く血小板産生能の回復を推定することが
できる。 
 
２．研究の目的 
種々の血小板減少症において、血小板産生
の回復を早期に評価することは、予後判定、
治療法の決定に有用である。我々はこれまで
巨核球系腫瘍細胞株(MEG-01)を用いた研究
で、(1) BDNFという新規サイトカインが巨
核球造血に関与する事、(2) BDNFは巨核球
で産生され、autocrine 的に巨核球の clonal 
expansionを促進する事、(3)  一方、分化後
期の成熟期には内在的 miRNA によって
BDNFの産生が抑制される知見を得た。 
血中の BDNF は主として巨核球に由来す
ると考えられるため、巨核球の分化成熟の過
程で産生量が大きく変化するであろう
BDNFのモニタリングは、巨核球・血小板造
血の状態を評価する上で有用であると考え
られる。そこで本研究は、巨核球・血小板造

血を血中 BDNF の量的変化により早期に推
定することを目標とし、その予備的検討とし
てマウスモデルを用いて BDNF の巨核球造
血への影響を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 正常マウス巨核球前駆細胞の分離 
 正常マウス巨核球前駆細胞は骨髄および
胎仔肝臓細胞から分離した。骨髄からの分離
は Dynabeads を用いた Lineage depletion 
(CD4, CD8, B220, CD90, TER-119, Gr-1, 
CD11b, F4/80, CD71陽性細胞の除去)で行っ
た。胎仔肝臓細胞は E13.5 胎生期肝臓を
single cell suspensionにして実験に用いた。 
 
(2) Colony expansion assay 
 骨髄由来巨核球前駆細胞をMegaCult-Cに
よるコラーゲンゲル３次元培養法で、TPO存
在下で培養することにより、巨核球前駆細胞
の自己増殖能を評価した。巨核球系細胞の検
出はアセチルコリンエステラーゼ染色で行
い、アセチルコリンエステラーゼ陽性細胞が
３細胞以上接触している集団をコロニーと
してカウントした。 
 
(3) フローサイトメトリー 
 In vitro で分化誘導させた巨核球を CD41
と CD42b で免疫染色し、フローサイトメー
ターで分化成熟の段階的評価を行った。また、
popidium iodide (PI)染色により分化誘導巨
核球の DNA量を定量的に評価した。 
 
(4) Proplatelet formation assay 
 成熟巨核球からの血小板産生に対する評
価 は 胎 仔 肝 臓 由 来 巨 核 球 を 用 い る
proplatelet formation (PPF) assayで評価し
た。 
 
(5) 一過性血小板減少モデルマウスの構築 
 マウスモデルでの一過性血小板減少は「抗
血小板抗体の投与」により誘導できる事が知
られている。本研究では抗 GPIｂ抗体を用い
た血小板減少モデルマウスの作製条件を検
討した。 
 
(6) 血小板減少モデルマウスにおける血小板
数のモニタリング 
 構築した各血小板減少モデルマウスは経
時的に尾静脈採血を行い、血小板数の計測を
測定する。測定は多項目自動血球分析装置
XE-2100(Sysmex社)を用いて実施した。 
 
(7) ELISA 
 マウス血中BDNFの測定は Promega社の
BDNF Emax Immunoassay systemを用い
て実施した。 
 
４．研究成果 
(1) In vitroにおける BDNFの巨核球自己増
殖促進作用の検討 



 マウス骨髄から巨核球前駆細胞を分離し、
MegaCul-C によるコラーゲンゲル３次元培
養を行い、そこに TPO などの巨核球造血因
子とともに BDNF を同時に添加する実験を
行った。その結果、骨髄由来巨核球前駆細胞
は BDNF の存在下にて有意なコロニー数の
増加が認められた（図 1）。 

図 1. MegaCult-C による巨核球前駆細胞の
コロニーアッセイ 
 
 次に、巨核球前駆細胞を通常の液体培地で
TPOにより巨核球へ分化させ、分化段階にお
ける BDNFの生理作用を検討した。CD41お
よび CD42b 陽性細胞を、成熟段階ごとにフ
ローサイトメトリーで検出し、未熟巨核球系
細胞（CD41陽性 CD42b陰性）、成熟巨核球
系細胞（CD41 陽性 CD42b 陽性）として段
階分けした。その結果、統計学的有意差は認
められなかったものの、BDNF添加細胞群に
おいて CD41陽性 CD42b陰性の未熟巨核球
フラクションの増加傾向が認められた (図 2)。 
 以上の結果から、BDNFは in vitroにおい
て、正常マウス巨核球系細胞の自己増殖を促
進することが明らかになった。 
 
(2) In vitroにおける BDNFの巨核球の成熟
と血小板産生に対する作用の検討 
 続く検討として、BDNFの巨核球の成熟に
関する検討を行った。巨核球の成熟の評価項
目として多核化(ploidy)と血小板産生能が挙
げられる。検討の結果、巨核球の多核化と血
小板産生について、BDNFによる促進的な作
用は認められなかった。以上の結果から、
BDNFの in vitroにおける巨核球造血作用は
前駆細胞を含む未熟巨核球の自己増殖に特
異的なものであることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 

図 2. BDNF による未熟巨核球フラクション
(CD41 陽性 CD42b 陰性)の増加作用 . A) 
CD41 と CD42b の発現パターンで分画した
巨核球の代表的フローサイトメトリースッ
キャッタグラム. B) 未熟巨核球分画 (CD41
陽性 CD42b 陰性)における BDNF 添加・非
添加群の定量的評価結果 
 
(3) 抗血小板抗体による一過性血小板減少症
モデルマウスに対する BDNF の生理的作用
の検討 
 抗血小板抗体は Emfret 社の抗 GPIb 抗体
(R300)を用い、野生型マウス (C57BL/6) に
3mg/kg の投与量で腹腔内投与した。抗血小
板抗体投与後 48 時間後 (day2)から 24 時間
毎に 5回、0.5g/bodyの投与量でリコンビナ
ント BDNF を腹腔内投与した。抗血小板抗
体投与後 72時間 (day3)、120時間 (day5)、
168時間 (day7)に尾静脈から採血し、血小板
数を計測した。検討の結果、対照である PBS
投与群と BDNF 投与群の血小板回復動態は
差を認めなかった (図 3)。 

図 3. R300誘導血小板減少症モデルマウスに
おける BDNF投与実験 



 本研究では、マウス血中 BDNF のモニタ
リングのためにELISAによる測定も試みた。
しかしながら、血漿、血清、骨髄溶解液すべ
てでBDNFをELISAで検出することができ
なかった。昨年、ヒト巨核球は BDNF を産
生し、血小板にも多量の BDNF が貯蔵され
ているものの、マウス巨核球は BDNF を産
生しないことが報告された (Fernandez P et 
al., JBC, 2016, 291(19); 9872-9881)。これは
マウスをモデルとした in vivo の検討が不適
であることを示す。我々の過去の検討でもヒ
ト巨核球と血小板には BDNF が多量に貯蔵
されていることを確認している。In vitroの
結果ではあるものの、BDNFはマウス正常巨
核球前駆細胞に対して clonal expansionを誘
導する Meg-CSF作用が示すため、巨核球に
は BDNF により惹起される内在的なシグナ
ルが存在するのだと考えられる。BDNFがヒ
トにおいては、巨核球・血小板造血に関わる
重要なサイトカイン (Meg-CSF) である可
能性は依然として高いと思われるが、骨髄に
おける巨核球造血の状態を把握するバイオ
マーカーとして BDNF を応用するためには
さらなる検討が必要である。巨核球・血小板
造血における BDNF の病態生理学的意義の
解明に向けた今後の課題としては、マウスに
替わる適切な実験モデルの構築が急務事項
として挙げられる。 
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